
平成27年9月関東・東北豪雨による
鬼怒川水害

平成27年9月16日 若宮戸の越水地点（国土地理院ホームページ）



平成27年9月関東・東北豪雨による
鬼怒川水害

平成27年9月16日 三坂町の決壊地点（国土地理院ホームページ）



導入

●水とともに暮らす
日本では多くの人々が沖積低地で暮らしている

●沖積低地とは何か
川が作った地形で、現在も形成中である

●沖積低地の成り立ち、性質を知ろう
川の仕事は自然の営みだが、人が関わると災害になる

●ふるさと
でも、そこはふるさとでもある



東京湾の過去の海岸線
赤：６～８世紀
緑：１５世紀頃
青：１６００年頃
紫：１８８０年
黄：１９４５年

土地の改変、都市構造による被覆

（てこな、市川市ＨＰ）



東京低地水域環境地形分類図

大矢雅彦ほか、「地形分類図の読み方・作り
方」、古今書院、1998.
久保純子、東京低地水域環境地形分類図

ビルに埋め尽くされた都会の
下には、もとの地形が隠され
ており、災害時にはその性質
を露わにする 北千住

市川

浅草



生活基盤を維持するために様々な投資がなされている

白髭西地区市街地再開発事業（東京都再開発事務所）

都市に住むということはどういうことか？
コストをかけることができなくなったら？

私たちは守られている
文明社会の野蛮人
になってはいけない



高潮・防潮堤の配置状況（左）

水門と排水機場の配置状況(下)

（東京都江東治水事務所）

誰かが守っている？
土地との結びつきは？
ふるさとを守る！



導入

●水とともに暮らす
日本では多くの人々が沖積低地で暮らしている

●沖積低地とは何か
川が作った地形で、現在も形成中である

●沖積低地の性質を知ろう
川の仕事は自然の営みだが、人が関わると災害になる

●ふるさと
でも、そこはふるさとでもある ふるさとの変容



日本における西洋式治水工法の導入

Introduction of western style flood control scheme

●明治29、30年 治水三法 河川法、砂防法、森林法 成立

1896,1897 River Law, Sabo Law, Forest Law

●治水に対する工学的適応の開始

Start of engineering adaptation for flood control

（国土交通省ホームページより）

工学的適応－農学的適応－環境適応

低地のリスクとベネフィットはバランスしているか



倉敷市真備町～予見された水害！？ 何があったのか～
・1970年代までの水害予防組合の解散
・1964年に新河川法施行 河川管理が行政へ
・排水路の管理も町の負担へ
・1999年井原鉄道井原線開通
人と川の分断
・どう修復するか
災害対応
・工学的適応と環境学的適応
成熟社会、定常社会への移行
・どんな社会にしたいのか
・ふるさとで暮らすことの諒解
流域治水

（空中写真：国土地理院）

（内田、2011）

地理院地図

（ハザードマップ）

https://www.jstage.jst.go.jp/article/suirikagaku/55/3/55_40/_article/-char/ja
https://maps.gsi.go.jp/#14/34.637763/133.702354/&base=std&ls=std|_lcmfc2&blend=0&disp=11&lcd=_lcmfc2&vs=c1j0h0k0l0u0t0z0r0s0f1&d=vl
https://disaportal.gsi.go.jp/


1974年多摩川水害

東京放送のテレビドラマ「岸辺のアルバム」（山田
太一が原作·脚本）に洪水シーンが利用された。

●その後の、訴訟で国が敗訴
●行政に住民の生命と財産を守る義務

この曲がり
くねった道は？

file:///C:/Users/kondo/Documents/学務/講義/DNGL環境防災学/2水害/images/多摩川水害001.png


水防法改正までの流れ

●1997年河川法改正
河川事業における環境への配慮、地域住民の意向を十分くみ取

ることを明記
●1998年利根川、那珂川、阿武隈川洪水
●2000年9月東海豪雨災害
●2001年水防法改正
情報システムのあり方、水害ハザードマップの作成と公開が地

方自治体に義務づけられた

旧法制度

●「お上任せ」、被災した場合はクレームや訴訟！？

新法制度

●環境を重視するメリットと水害リスクのバランス
●環境を重視して、大規模施設による「洪水リスクコントロー
ル」を放棄する場合は、そのリスクを軽減する智慧を地域ぐるみ
で出していく必要
●住民の移転、保険に加入等のセーフティーネット

河川法改正

水防法改正



自分や家族が住む土地の性質を知っておくこと

○ハザードが想定できる

対策のための想定
避難のための予見

○土地は不公平である

コストをかけて安全度を上げるか、それとも
ふるさととして、諒解して、その土地で暮らす

○人権の時代（先進国では？）

世界的な潮流



科学者はこの際を超えることができるか

エンパシー



基礎的な地理学の知識
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（風景の中の自然地理、古今書院）



濃尾平野
●伊勢湾台風(1959年9月）

伊勢湾西部を北進する台風により、高波が発生

立松和平、「大洪水の記憶」、サンガ新書

木曽川上空より弥富駅方向。下記URLより転載
http://www.d1.dion.ne.jp/~kwx/isewan.htm

（岐阜県総合防災ポータルより）



濃尾平野の地形配列

扇状地

河道の変遷が起こりやすく、
砂礫の堆積が見られるが、排
水は速やか

後背湿地・自然堤防

・河川の作用によって形成
・自然堤防は冠水することが
少ないが、大きな洪水時には
冠水。しかし、排水は早い
・後背湿地は湛水深は深く、
湛水期間も長い

三角州・干拓地

低平で洪水だけでなく、津波
・高潮の被害も受ける



1959年伊勢湾台風、水はどこまできたか

https://info.jmc.or.jp/isewan/#11/35.0363/136.9019


平野の地形の典型的な配列
扇状地⇒氾濫原⇒三角州

河川地形
の基礎

自然堤防

後背湿地

自然堤防 旧河道

後背湿地

実は、多様なパターンがある⇒地域性を理解、経験の積重

扇状地 三角州
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氾濫原

液状化を問題にする際は、埋没している過去の
河川地形にも注目する必要

押堀

自然堤防後背湿地 旧河道



三角州

東京湾岸では前置斜面の砂層をポンプでくみ上げて埋立に利用⇒液状化
砂採取後の凹地が還元状態となり、青潮の発生を促す

file:///C:/Program%20Files%20(x86)/Google/Google%20Earth/client/googleearth.exe


人と川の関係



○人と河川 －川と人の分断

技術の三段階分類（大熊孝）

［第一類］
技術が作られる過程に即して見る
①思想的段階
②普遍的認識の段階
③手段的段階

［第二類］
技術を担い手から見る
①私的段階 小技術
②共同体的段階 中技術
「見試し」

③公共的段階 大技術

（大熊孝、「技術にも自治がある－治水技術の伝統と近代」、農文協現代選書253）



釜
無
川
と
御
勅
使
川

（信玄堤絵図 保坂家蔵、山梨県立博物館HP）

(Google Mapより)



河道の付け替え

高岩



旧竜王町
信玄堤公園
霞堤の名残

聖牛：水制、洪水の勢いを弱める

（Google Earthより引用）



○人と河川 －川と人の分断

技術の三段階分類（大熊孝）

［第一類］
技術が作られる過程に即して見る
①思想的段階
②普遍的認識の段階
③手段的段階

［第二類］
技術を担い手から見る
①私的段階 小技術
②共同体的段階 中技術
「見試し」

③公共的段階 大技術

（大熊孝、「技術にも自治がある－治水技術の伝統と近代」、農文協現代選書253）

人と川の分断

http://inba-numa.com/


伝統的氾濫受容型治水策

①氾濫水は緩やかに溢れさせる

水害防備林の卓抜な機能

②氾濫した水は河道に戻す

霞堤の本当の機能

氾濫受容型治水から
河道主義治水へ



（「吉野川」、にっぽん川紀行、26号、学研）

水の受容⇒流域治水へ



日本における西洋式治水工法の導入

Introduction of western style flood control scheme

●明治29、30年 治水三法 河川法、砂防法、森林法 成立

1896,1897 River Law, Sabo Law, Forest Law

●治水に対する工学的適応の開始

Start of engineering adaptation for flood control

（国土交通省ホームページより）

工学的適応－農学的適応－環境適応

工学的適応の限界？



2000年9月11、12日東海豪雨

西枇杷島駅と新幹線

新川堤防決
壊箇所

空中写真：㈱アジア航測

もう、工学的
適応では支
えきれない

名古屋が水没！



2008年7月28日 都賀川 中・小河川における水災害

16人が流され、小学生2人、
保育園児1人を含む5人が死亡
人と川の関係はどうだったか

都賀川動画

file:///C:/Users/kondo/Documents/学務/講義/ES_水文学Ⅰ（休）/第5回(河川水文）/080728toga.wmv


JR東日本、不正取水で信濃川の水利権を失う

Ｊｒ東日本が取水データを改ざんし、大量の水を信濃川から不正に抜き取っていた問
題で、国土交通省北陸地方整備局は１３日、ＪＲ東・信濃川発電所の取水許可を取り
消すと発表した。再許可の時期は未定。（Asahi.com 2009年2月13日）

山手線を始め首都圏の電車を走らせる電力として利用
↓

取水停止で信濃川に流量が戻る

東京大都市圏の機能 ⇔ 信濃川の河川環境

（大熊孝、2004）

環境



信濃川中流部の約60kmの区間にはほとんど水
がなく、川の機能は失われていた

鮭を放流しても、ほとんど戻らず、2002年以降
は放流も中止になった

しかし、取水停止により、水が戻った！

人と川の関わりにどんな変化が起きるか？

地方の水が都会のために使われていた！



（朝日新聞2010）

その後の経過はJR東日本信濃川
発電所プレスリリースをチェックし
てみよう。

ひとというのは経験から
学んでいくもの

そうありたい．．．．．．



人と河川の関係の修復

岩塚小学校校歌2番

青田をうるおす川瀬の水も
時にはあふれて里人たちの
たわまぬ力を鍛えてくれる
われらも進んで仕事にあたる
心とからだを作ろう共に

（写真は http://www5a.biglobe.ne.jp/~yoshikan/koshiji040429.htm から引用させて頂きました）

人口が減少し、成熟社会へ向
かいつつある中で、新しい河
川管理のあり方とは？

（信濃川左支川渋海川頭首工）



成熟社会（低成長社会、少子高
齢化社会）における治水の課題

流域治水

（国土交通省）

https://www.mlit.go.jp/river/kasen/ryuiki_pro/index.html#:~:text=%E6%B2%B3%E5%B7%9D%E3%83%BB%E4%B8%8B%E6%B0%B4%E9%81%93%E7%AE%A1%E7%90%86%E8%80%85%E7%AD%89,%E5%83%8F%E3%82%92%E3%80%8C%E6%B5%81%E5%9F%9F%E6%B2%BB%E6%B0%B4%E3%83%97%E3%83%AD%E3%82%B8%E3%82%A7%E3%82%AF%E3%83%88%E3%80%8D


災害から土地と暮らしの関係性を学ぶ
ー2019年千葉県豪雨災害と災害教育ー

・地域で地域の知識・智慧を創る
・市民科学の時代
・経験知⇒予防原則⇒行動

近藤昭彦(千葉大学CEReS)

新川、阿宗橋から西方を望む。右遠方は千葉ニュータウン。（10月26日）
。



佐倉ふるさと広場から佐倉市街地方向を望む。右遠方は鹿島川の寺崎
、亀崎地区の湛水。ふるさと広場で開催予定だった「印旛沼流域環境
・体験フェア」は中止になった。 （2019年10月26日）

地域としての流域 上流と下流の関係



地理院地図＞令和元年10月の低気圧に伴う大雨＞斜め写真＞千葉地区（10月26日撮影）

物井駅

四街道

寺崎

JR佐倉

亀崎

排水ポンプを停め
て、湛水させて印旛
沼の水位上昇を抑制

●守られていなかった時代の水害の記憶
●守られている。誰によって、誰が、どこが？

上流と下流の関係性



明治43年庚戌の大洪水



印旛沼における洪水対策－水資源機構ホームページより





2013年10月台風26号



ダムの事前放流について

・印旛沼では事前放流（予備排水）を行い、さらに二つの機場
で排水を行ったため、最高水位を下げることができた。
・土地改良区は排水ポンプを停止させ、水田の遊水機能を使っ
て、印旛沼の最高水位を下げた。
⇒夏期であったら湛水により農業被害が発生

他の地域では

・宮ヶ瀬ダムの事前放流が効果的に機能し、相模川の最高水位
を下げることに貢献した。
⇒宮ヶ瀬ダム完成後は計画最大流量が1000m3/sから100m3/s
に減少したため、下流域で洪水に対する意識が低下したことが
課題という河川工学者の指摘
・上流の氾濫が下流を守る．．．上流・下流問題（越辺川）
⇒上流域の都市化が、下流優先の治水の原則に新たな課題を！

私たちは
守られてい
るのだ



https://usagi-syufulife.com/2019/10/25/3534

●想定されていた浸水

印旛沼

写真はTwitterから

浸水するJR佐倉駅

https://usagi-syufulife.com/2019/10/25/3534


10月26日(土) 高崎川鏑橋 橋の手前に超音波水位計

想定されていた氾濫－アカデミアとして長
期的な土地利用誘導計画を提案すべき時期
が来たのではないか。

https://www.youtube.com/watch?v=fBxDm4UDknw


(八街市都市計画図)

谷底に開発
された団地

文違団地、Twitterより

・谷津の宅地開発
・高齢化が進み、空き家も増えた団地
・狩野川台風の記憶：都市型水害
・次のステージへどのように進むか
・世代スケールの時間をかけて人と自然の関係性を良くする
・流域治水への道程

安全・安心な街づくりとは：ある事例

2019年の水害

ここは“ふるさと”
でもあるのだ！

http://ktgis.net/kjmapw/kjmapw.html?lat=35.678215&lng=140.321567&zoom=15&dataset=kanto&age=1&screen=2&scr1tile=k_cj4&scr2tile=k_cj4&scr3tile=k_cj4&scr4tile=k_cj4&mapOpacity=10&overGSItile=no&altitudeOpacity=2


平成27年9月関東・東北豪雨による
鬼怒川水害

まず水害をわがこと化しよう

地域の住民が

○知っていること：土地
地図を読もう

○知っていれば良かったこと
ハザードマップ
土地の性質：地理学の知識を活用しよう

災害報道

復興の取り組み

地理院地図

常総市ハザードマップ

https://www.youtube.com/watch?v=JnYgnxgLhlM
https://www.youtube.com/watch?v=FKXvcQe_JPI
http://www.city.joso.lg.jp/jumin/anzen/bosai/1419917075752.html
https://maps.gsi.go.jp/#9/36.036514/140.155335/&base=std&ls=std&disp=1&vs=c1j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f1&d=m



